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リ
ー 

⑥

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
出
会
っ
て
私
は
こ
う
変
わ
っ
た
。」

　

私
は
現
在
70
歳
。
気
持
ち
は
ま
だ
若
い
。
こ
れ

も
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
よ
い
。
現
役
時
代
は
機
械
メ
ー
カ
ー
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
、
会
社
一
筋
の
真
面
目
な
堅
物
人
間

で
あ
っ
た
。
転
機
は
１
９
８
９
年
、
私
が
49
歳
の

と
き
に
訪
れ
た
。
転
職
で
名
古
屋
か
ら
神
戸
に
家

族
ぐ
る
み
で
移
動
し
た
。
神
戸
に
は
知
己
も
な
く
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
何
の
関
わ
り
も
な
か
っ
た
が
、
仕

事
上
で
英
会
話
も
で
き
た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
三
宮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
英
会
話
教
室
に
通
う

こ
と
に
し
た
。
ま
た
こ
こ
に
は
ウ
エ
ル
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
事
も
知
り
、
汗
か
き
ア
ワ
ー
に
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
第
一
印
象

は
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
た
い
へ
ん
親
切
で
暖
か
く
、

家
族
的
雰
囲
気
を
感
じ
と
て
も
居
心
地
が
良
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
学
園
都
市
に
も

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
宅
か
ら
近
い

こ
と
も
あ
り
、
英
会
話
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
も
に
こ

ち
ら
に
移
っ
た
。

　

学
園
都
市
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
学
園
都
市
ワ
イ
ズ

メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
設
立
メ
ン
バ
ー
募
集
の
ビ
ラ
を
見

て
入
会
し
た
。
英
会
話
は
上
級
ク
ラ
ス
に
ア
ッ
プ

し
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
も
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
中
級
ク
ラ

ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
と

き
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
当
時
の
山
口

徹
総
主
事
か
ら
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
会
員
に
よ
る
運
動

体
で
あ
る
。
あ
な
た
が
た
は
利
用
会
員
に
留
ま
っ

て
は
い
け
な
い
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
を
推
進
す
る
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
は
自
発
性
、
無
償
性
、
社
会
性
、
先
駆

性
を
備
え
た
人
で
あ
る
。」
と
い
う
言
葉
を
聴
き
、

ふ
っ
と
心
に
感
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

以
来
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
り
込
み
、
委
員
な
ど
も
引

き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通

じ
て
若
い
人
か
ら
同
年
輩
の
人
ま
で
ず
い
ぶ
ん
知

り
合
い
が
増
え
た
。
も
う
１
つ
、
ワ
イ
ズ
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ズ
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
に
も
巡
り
あ
っ
た
。
私
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は

な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
の
「
弱
き
他
者
に
手
を
さ
し

の
べ
よ
」
と
い
う
教
え
に
は
共
感
す
る
も
の
が
あ

る
。
ま
さ
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
私
の
世
界
を
広
げ
て
く

れ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
更
な
る
参
加
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
ま
だ
若
い
（
つ
も
り
で
あ
る
）
か
ら
。

 

森
　

紘
一

（
常
議
員
、
神
戸
学
園
都
市
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長

）

神戸ＹＭＣＡ
年間聖句

希望をもって喜び、苦難を耐え忍び、
たゆまず祈りなさい。
 （ローマの信徒への手紙12章12節）

神戸ＹＭＣＡ創立125周年記念音楽イベント
音楽と祈り～あなたとともに～

　神戸YMCA創立125周年記念行事の締めくくりとして、音楽イベント「音楽と祈り～あなたととも
に～」を行います。これは125周年のテーマである「平和・愛・いのち」を音楽と祈りで表現しよう
とするもので、老若男女を問わず神戸ＹＭＣＡに交わる多くの方々と共に創り上げようとするイベン
トです。神戸ＹＭＣＡがこれまで歩んできた道のりを、「誕生」、「成長・旅」、「崩壊・挫折」、「再出
発と現在」という４つの大きなパートに分けて、それぞれのテーマに合わせた音楽や歌、祈りを交え
て表現していきます。
　この音楽イベント開催にあたり、また神戸ＹＭＣＡ125周年を祝って作られた歌を、一部ですがご
紹介します。フィナーレでは出演者・参加者のみなさんでこの歌を共に歌い、喜びと未来への希望を
持って125周年をお祝いしましょう。

「あなた（ＹＭＣＡ）とともに」
僕らはこの街で　手をとり合って　未来へ進んで行こう　あなたとともに
ここに生まれ　そしてあなたと出会って　いつも歌いながら笑顔つくったね
つらい時にも　悲しい時も　涙こらえて　ずっと一緒に歩いてきたね
僕らはこの街で　手をとり合って　未来へ進んで行こう　あなたとともに

神戸YMCA創立125周年記念音楽イベント
音楽と祈り～あなたとともに～
 日時：2012年１月７日（土）　13：30開場　14：00開演　15：30終演（予定）
 場所：神戸市東灘区民センター５F　うはらホール
 費用：入場無料　 申込：参加には事前申し込みが必要。詳細は音楽イベントチラシをご覧ください。

第53回　神戸市民クリスマス
12月16日（金）

会　場：日本キリスト教団神戸教会
Ⅰ. キャロリング
　　教会や街角でクリスマスキャロルを歌い会場へ
　　　<北野コース>
 1 7：0 0 北野町広場集合
  （風見鶏の館前）
　　　<元町コース>
 1 7：0 0 大丸神戸店前集合
  （元町側入口の北）
Ⅱ. 子どもプログラム
 1 7：3 0 ～ パネルシアター・クラフト・
  キャンドルアート
Ⅲ. ほっとタイム
　 1 8：0 0 ～ ホットドリンクコーナー 他
Ⅳ. 祈りと祝福のとき
　 1 9：3 0 ～ クリスマスメッセージ・
  クリスマス曲の合唱 など

お問い合わせ
　　神戸市民クリスマス委員会
　　T E L  0 7 8 - 2 4 1 - 7 2 0 1（神戸ＹＭＣＡ内）

１
２
５
周
年
記
念
講
演
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

去
る
９
月
10
日
に
、
創
立
１
２
５
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
記
念
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
神
戸
教
会
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
に
は
、
前
東
京
女
子
大
学
学
長

の
湊
晶
子
氏
を
お
招
き
し
『
真
の
国
際
人
と

は
―
私
を
生
き
る･

共
に
生
き
る
―
』
を
テ
ー

マ
に
、
約
１
８
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た｡

　

講
演
は
、
国
際
人
と
い
う
英
訳
は

『international m
an

』
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
宇
宙
飛
行
士
の

毛
利
衛
氏
が｢

地
球
に
国
境
は
な
か
っ
た｣

と
話
し
た
例
を
出
し
な
が
ら
、
一
方
で
現
状
で
は
人
為
的
に
国
境
が
引
か
れ
、

民
族
が
バ
ラ
バ
ラ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
起
こ
る

紛
争
が
頻
発
し
て
い
る
と
い
う
現
状
に
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
黒
人
の

友
人
と
の
会
話
の
中
で
の
ク
レ
ヨ
ン
の
「
肌
色
」
を
例
に
出
し
て
、
自
分
の
視

点
だ
け
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
よ
う
で
は
真
の
国
際
人
で
は
な

い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
ゆ
る
ぎ
な
い
人
格
の
形
成
の
観
点
で
新
渡
戸
稲
造
を
通
し
て
、
ま
た
、

他
者
と
の
和
の
観
点
で
賀
川
豊
彦
を
通
し
て
話
さ
れ
、｢

ゆ
る
ぎ
な
い
自
己
確

立
が
で
き
て
、
隣
人
と
共
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
人｣

こ
そ
が
真
の
国
際
人

だ
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
人
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
神
と
の
揺

る
ぎ
な
い
縦
関
係
を
つ
な
い
で
い
た
こ
と
を
話
さ
れ
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
神
と
の
関

係
を
な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
と
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
さ

に
日
本
が
国
際
社
会
か
ら
大
き
な
期
待
を
さ
れ
て
い
て
、
じ
ゃ
ん
け
ん
を
例
に

日
本
人
特
有
の
時
間
が
か
か
っ
て
も
結
果
が
出
る
よ
う
な
寛
容
の
思
考
が
国
際

社
会
で
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
女
性
の
社
会
参
画
率
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、

国
際
社
会
と
の
比
較
の
中
で
も
遅
れ
て
お
り
、
女
性
た
ち
に

は
積
極
的
に
責
任
を
引
き
受
け
、
社
会
を
変
革
す
る
使
命
感

を
も
っ
て
社
会
に
出
て
行
っ
て
欲
し
い
と
力
を
込
め
て
訴
え

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、「
ど
の
よ
う
な
状
態
に
置
か
れ
て
も
、
私
が

変
わ
れ
ば
世
界
は
変
わ
る
！
と
思
え
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
、
優
し
い
語
り
口
で
し
た
が
、
と
て
も
力
を
い
た
だ

け
た
講
演
会
で
し
た
。

　

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
真
の
国
際
人
と
は
、
ぶ
れ

ず
に
自
分
の
意
見
を
一
人
称
で
語
る
こ
と
の
出
来
る
人
と
い

う
こ
と
や
、
平
和
と
は
隣
の
人
と
暖
か
く
い
ら
れ
る
こ
と
な

ど
、
平
和
・
愛
・
い
の
ち
の
大
切
さ
を
伝
え
守
り
、
育
て
る

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
あ
り
方
を
確
認
し
あ
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
湊
氏
の
『
赤
く
色
づ
い
て
も
紅
葉
、
黄

色
く
色
づ
い
て
も
紅
葉
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
、
自
分
色
に
色

づ
い
て
ほ
し
い
。』
と
い
う
力
強
い
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

　

１
２
５
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
大
切
に
し
て
き
た
活
動
へ
の
思
い
を
確
認
し
、

先
人
か
ら
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
集
う
今
を
生
き
る
皆
々
と
思

い
を
ひ
と
つ
に
し
、
新
た
な
歩
み
を
進
め
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
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私
が
正
式
に
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
に
な
っ
た
の

が
、
昭
和
23
年
の
秋
で
し
た
。
こ
の
時
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

も
戦
後
間
も
な
い
頃
で
、
神
戸
は
２
回
の
空
襲
に
み

ま
わ
れ
、
一
面
、
焼
け
野
原
で
し
た
。
た
だ
、
幸
い

な
こ
と
に
山
手
に
在
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
教
会
の
建
物

は
無
事
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
第
Ⅱ
期
の
会
館
が
焼
失
し
ま
し

た
が
、
神
戸
教
会
の
地
下
を
借
り
て
教
育
事
業
（
英

語
学
校
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
ま
だ
会

員
数
も
少
な
く
、
こ
の
年
の
秋
に
み
ん
な
で
頑
張
っ

て
会
員
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
と
言
う
こ
と
で
第
１
回

の
会
員
増
加
運
動
が
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

私
自
身
は
、
そ
の
年
の
春
に
友
人
に
誘
わ
れ
て
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
英
語
学
校
に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
時
の
会
員
募
集
で
、
私
は
当
時
の
教
育
部

の
担
当
主
事
か
ら
、「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
英
語
だ
け
で
な

く
、
色
々
や
っ
て
い
る
ぞ
」
と
声
を
か
け
ら
れ
入
会

致
し
ま
し
た
。
そ
の
半
年
後
に
中
山
手
会
館
の
最
初

の
建
物
が
で
き
、
続
い
て
山
手
幹
線
に
面
し
た
所
に

地
下
１
階
、
地
上
３
階
の
本
館
、
更
に
体
育
館
と

次
々
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
は
会
員
活
動

も
活
発
に
な
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
色
々
な
運
動
ク
ラ
ブ
が
で
き
、
会
員
数
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
年
数
が
経
つ
に
つ
れ
建
物
も
傷

ん
で
来
て
、
立
て
替
え
る
か
新
し
い
所
に
移
転
か
、

と
言
う
事
に
な
り
、
現
在
の
加
納
町
会
館
（
第
４
期

会
館
）
が
で
き
、
新
し
く
出
発
し
ま
し
た
。

　

た
だ
、
私
自
身
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
前
年
に

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
英
語
学
校
に
入
学
し
て
い
て
、
学

校
の
休
憩
時
間
に
、
赤
レ
ン
ガ
会
館
の
中
に
あ
っ
た

体
育
館
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
グ
ル
ー
プ
が
練
習

を
し
て
い
る
の
を
見
て
い
た
記
憶
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
若
い
頃
の
私
の
心
の
中
に
キ
ャ
ン
プ
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
大
切
な
も
の
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
今
井
先
生
（
現
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
名
誉
顧
問
）

に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

１
２
５
周
年
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」　

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
私座

古
谷　

光　

夫　

（
名
誉
会
員
）

　５歳児の「ゆり組」さんたちは、保育園のみんなのあこがれ。
運動会では「対抗リレー」や「パラバルーン」で、みんなの一

際大きい歓声を集め大活躍。クリスマスには、イエス様の降誕劇をひとりひとりがキャストとし
てみんなを感動に包んでくれます。保育園に入園した頃を思い返すと、特にこの１年の変化は大
きく感じられます。誕生会ではどの子もみんながインタビューに「来年は小学生」と胸を張って
答えてくれるゆり組さん。この秋も次のステップへとひとりひとり
が大きな成長を見せてくれています。
　現在、ＹＭＣＡ保育園では園舎の増改築工事を行なっています。
園児、園児保護者のご協力もあり、よりよい環境づくりが行なわれ
ていることに感謝致します。ご不便をかけながらも、職員、園児一
同新しい保育室や食堂、ホールが与えられることを心待ちにしてい
ます。工事の完成予定は春、春の訪れを心待ちにしています。

　幼稚園では、初めて子育てをする地域のお母さんに、安心し
て未就園の子どもとお母さんが過ごすことのできる空間を提供

しています。園庭を開放し在園児と一緒に体操をしたり、砂場で遊んだり、また、園のおもちゃ
を使って遊びながら、他のお母さんたちとお話できるベビールームや、いっぱい身体を動かすこ
とができる「体育館で遊ぼう」など毎回40組以上の親子が遊びにきています。そこでは子ども同
士の交わりだけでなく、“顔”を合わせることで親同士の新しい「つながり」や「出会い」が生ま
れてきています。「小さな集まり」では、わらべうたや触れ合い遊びを通して、「いつも家で歌っ
ています」「おむつを替える時、助かっています」等、子育ての
ちょっとした手助けとなっているようです。
　顔と顔を合わせ、会話することによって、心と心がつながり、共
に子育ての悩みや喜びを分かち合いながら、子どもたちの成長を
見守り、親同士の信頼関係を築くお手伝いや、幼稚園という場所が
“開かれた安心して過ごせる場所”だと知っていただけるよう日々励
んでいます。

保育園

幼稚園

かけがえのないいのちと平和　～YMCA国際協力募金～
　今年も秋から冬にかけてＹＭＣＡ国際協力募
金の強化月間が始まりました。
　ＹＭＣＡ国際協力募金は、世界125の国と地
域にひろがるＹＭＣＡのネットワークを通じて、
すべての人びとが国・民族・宗教の違いを超
え、平和に生き生きと暮らすことができる社会
をつくりだすための国際協力・地域奉仕活動
に用いられています。
　今年3月11日に発生した東日本大震災、その
後も日本国内外で多発している自然災害への取
り組みが、今年の大きな焦点です。ＹＭＣＡで
は、災害被災地支援のための募金活動を行っ
ています。東日本大震災に対しては、緊急支
援募金活動を終え、中長期にわたる地域復興
のための支援募金活動を行なっています。災害
に見舞われた地域にあるＹＭＣＡではさまざま
な支援活動に取り組んでいます。地域に根ざ
した青少年団体として、青少年が救援・復興の
担い手として全人的に成長することを目的とし、
「人といのちを育む」活動を展開しています。と
りわけ子どもたちに対しては、継続的な心のケ
アが行なえるよう、中長期的な活動に取り組

み、また、長期にわたり地域復興の担い手と
なる若者の育成を行っています。
　16年前、阪神淡路大震災を経験した神戸、
被災地に生きる私たちは、地域の人々とともに
寄り添い、互いに支えあうことを学びました。
その私たちだからこそさまざまな災害、紛争、
貧困など、困難な生活を強いられている地域や
人々に目を向けることができます。そこで暮ら
す人びととともに活動するＹＭＣＡではひとりひ
とりのいのちが光り輝くように、すべての人び
とが生き生きと暮らすことができるように協力
し支えあう社会を創ります。

　神戸ＹＭＣＡの国際協力募金全体として、次
のような目的のために用いられます。
　①国内外の災害支援
　②アジアの農村支援
　③アフガン・パレスチナ難民支援
　④海外からの日本語学習者支援
　⑤エイズ・プロジェクト
　⑥国際/地域活動の指導者育成　
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　神戸ＹＭＣＡでは東日本大震災の発生を受け、５月より被
災児童支援制度を開始しました。
　皆様から神戸YMCAに寄せられた支援募金も活用させてい
ただきながら、神戸近郊に避難している子どもたちが少しで
も楽しい時間を過ごすことができるようにとの願いを込めて
います。
　9月末現在、36件の活用があり、週に一度のサッカーやアク
アティック（水泳）プログラムなどに加え、夏休みのキャンプや水泳講習会でも多くの
子どもたちがＹＭＣＡのリーダーや友だちに出会っています。
　「兵庫に来て早２ヶ月ですが、学校から家までの距離があり、放課後や夏休みに遊べ
る友だちがまだいません。そんな中、キャンプでの友だちとの交わりや心の充実感と富
士山に登れたという達成感は大きな実りとなったと思います。帰ってきた子どもの笑顔
にも救われる思いがしました。」
　これは富士登山キャンプに参加したキャンパーの保護者の方のメッセージです。子ど
もたちは、震災時の悲しい体験やその後の環境の変化の中で、その小さな胸に抱えられ
ない感情を持っています。また保護者の方も、様々な不安やストレスを抱えて新たな生
活をされています。
　小さなことかもしれませんが、今この瞬間に体験する一つ一つのことやＹＭＣＡでの
出会いが、未来を生きる子どもたちの力につながればと願います。今後とも皆様からの
ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

東日本大震災被災児童支援制度
神戸ＹＭＣＡは、東日本大震災によって、被災した児童の心身の健康な成長を支援すること
を目的として、日常プログラムや季節プログラムへの参加費用を助成しています。ご希望さ
れる方は神戸ＹＭＣＡのお近くのブランチへお尋ねください。

～ ～

～災害とこころ～～～～災害とこころ
神戸YMCA国際・奉仕センター　永井道子

　2011年９月18日～ 25日、日系NPO/北カルフォルニア日本
文化コミュニティセンター（ＪＣＣＣＮＣ）主催で開催さ
れた「災害とこころのケア研修」に参加させて頂きました。
　神戸ＹＭＣＡとＪＣＣＣＮＣとの関係は、1995年の阪
神淡路大震災で多くの救援復興活動をしてくださって以

来、こころのケア研修・親善バスケット・日本語学習等を通して交流を続けてきまし
た。このたびの東日本大震災でもＹＭＣＡに対して多額の募金を頂戴しています。
　今回の研修も前回同様、本間玲子博士（Dr. Reiko Homma True, カルフォルニア臨
床心理大学院教授/元サンフランシスコ衛生局副局長）がコーディネーターとしてご
尽力くださり、またストレスマネージメント専門家として米国における災害後の精神
援助システムの歴史やこころのケアの理論他をご指導してくださいました。
　研修は、ＪＣＣＣＮＣで多くの方々に迎えられ、事務局長のポール・オオサキ氏
（Mr. Paul Osaki）のオリエンテーションから始まりました。「建物は建て直しが可能
であるが、人の精神を立て直すのは難しく時間も掛かるが、ぜひ皆さんと取り組んで
いきたい」と強く語られました。
　研修では、セラピーの基礎知識や手法を学んで実際に体験するワークショップや、
動物虐待予防センター、サンフランシスコ市消防署医療隊員の研修施設、障がい者の
自立支援センター、児童虐待予防センター、自殺予防センター、路上生活をするユー
ス支援センター、シニアケアセンター等、実に多くのケア（生活・心・身体）活動現
場を訪問する機会が与えられました。
　人間は、怖い恐怖や身の危険など困難な出来事に直面した場合、不安・パニッ
ク・怒り・疲労が起こるのは当たり前のことであり、それを和らげる力も持ち合わ
せていること、決してその人が精神的に弱いわけではないことが語られました。ま
た、災害時には援助者のケアも重要であることが何度も伝えられました。訪問する
先々での相手を思う心とその行動力は確かなものばかりでした。今回の研修を活か
し、ＹＭＣＡ活動を通して、目の前の人に寄り添う、ことをこれからも継続して取
り組んでいきます。

総主事　水野雄二

奏鳴曲 No.50
ソナタ

あなたって
ほんとにいるの？
　現在、神戸ＹＭＣＡの幼稚園には400名を越える
園児が、保育園には300名を越える園児が在籍し、
日々の保育活動をしています。園での礼拝はもと
より食事の時や様々な場面で、小さな手を合わせ
て神様にお祈りをする園児のかわいい姿を拝見す
る機会があります。子どもたちにとって、「神様」
とはどのような存在なのでしょうか？
　現代社会に生きる私たちは豊かな宗教心をなく
してしまったように思います。科学が進歩し、デ
ジタル化が急速に日常を覆い、バーチャルな世界
が人間の可能性を無限に広げているかのような時
代になりました。科学万能主義や合理主義の世の
中で、私たちは何か目に見えないものに祈り、拠
り頼むことがなくなってしまったのではないで
しょうか。
　しかし、幼い子どもたちは見事に神様との対話
をします。その対話が子どもたちに夢を与え、力
を与え、愛を与えることを信じたいと思います。
随分以前に「かみさまへのてがみ」という本があ
りました。幼い子どもたちが神様に宛てて書いた
手紙です。その一つを紹介しましょう。子どもた
ちの心の豊かさが感じられますが、その豊かさを
壊していくのは、大人かもしれません。
　「かみさま、あなたって　ほんとにいるの？
そうはおもっていないひとたちもいるわ。もし　
ほんとにいるんなら、すぐにどうにかしたほうが
いいわよ。　ハリエット・アン」
　11月13日からの一週間は世界ＹＭＣＡ/ＹＷＣ
Ａ合同祈祷週として、世
界中で一つのテーマを学
び、祈りを合わせます。
世界が豊かになって、知
識が増え、便利で快適に
なりましたが、それでも
私たちは弱い存在で、自
分を越えた、人間を越え
た「何か」が必要なので
はないでしょうか。子ど
もたちに倣って、胸に手
を合わせてみませんか？ （デューラー「祈りの手」
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専門学校
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★★ 個人消息　★ ★
≪採用職員≫
　７/11　入職　前田恵美さん（ＹＭＣＡ保育園）

世界YMCA/YWCA
合同祈祷週のご案内
2011年
11月13日（日）～19日（土）

「影響を与える声｣
若者は権利と正義を呼び求める
世界YMCAと世界YWCAは、毎
年11月の第2週目の日曜日を起
点とする1週間（2011年度は11
月13日～ 11月19日）を合同祈
祷週とし、1904年以来毎年、共
に祈りを守ってきました。この
一週間は、YMCA-YWCA運動が、
よりよい世界を実現するための
基盤となる魂のビジョンを再確
認するための一週間です。

人事のお知らせ
【ご結婚】おめでとうございます。
　　８/１ 真杉加奈枝さん（ＹＭＣＡ保育園）

髙松良太さんと

【表彰】
　平成23年度兵庫県高齢者特別賞

（2011年９月13日付）　今井鎮雄顧問

ププ

ご
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内

コンサート
日　時：12月23日（金・祝）
　　　　15：00開演
　　　　（14：30開場）
場　所：カトリック

神戸中央教会
入場料：1,500円
　　　　（小学生以下無料）
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高等学院入学式　10/6（木）
秋晴れの下、12名を迎えて後期入学式を行いました。卒
業に向けて一歩一歩確実に進んでいってほしいと願ってい
ます。

須磨ビーチフェスティバル　9/11（日）
須磨区地域スポーツクラブ、須磨区役所、神戸市体育協会
等との協働で浜辺のスポーツ体験などを行いました。

専門学校日本語学科入学式　10/6（木）
神戸ＹＭＣＡ学院専門学校日本語学科の入学式を行いまし
た。新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。よう
こそ日本へ!!ようこそ神戸ＹＭＣＡへ!!

ファミリーフィッシングキャンプ 9/23（祝）
～24（土）

１泊２日での家族での余島キャンプ。11家族が参加して、
釣りやカヌー、ＢＢＱを楽しみました。家族と家族がつな
がることができました。

神戸YMCAサポートプログラム　おこめ部
三田にある農家の方のご協力をえて、田植えから刈り入れ
まで１年をかけて田んぼの世話をしています。このプログ
ラムを通して食への関心、就農への関心を育てることが出
来ればと願っています。

たるみ健康いきいきウオーク2011　10/15（土）
区民スポーツの日に203名の参加者が集まり、神戸マラソ
ンのコースを含む垂水区内を交流しながら歩きました。
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26回　神戸ＹＭＣＡクリスマスカードコンテス


